
※感染症法に基づき、患者の居住地に関わらず、診察した医師がその医療機関を管轄する保健所に提出するもの

最終的な変異型の種別は国立感染症研究所の遺伝子解析結果後にホームページにて公表しています。 

 なお、新規感染者の確定後に対象者を抽出しているため、本日発表の新規感染者数とは連動しません。

※懸念される変異株(VOC)：国立感染症研究所で、感染性や重篤度が増す・ワクチン効果を弱めるなど性質が変化した可能性のある変異株
（時期により変更の可能性があります）

【船橋市保健所変異株ＰＣＲ検査件数・懸念される変異株(VOC)※陽性件数】 検査件数：

市居住者 0 2 1 2 5

1件
 新規に感染が確認された方のうち、感染性が強い可能性がある検体や重症者や急激な病状悪化等がある方の検体について、
医師の判断で変異株ＰＣＲ検査を実施します。

合計
市保健所患者発生届 0 2 1 3 6

〇推定感染経路
家庭内 通勤・通学先 その他 不明

市保健所患者発生届 2 1 3 6
市居住者 2 1 2 5

0 0 0 0

〇療養場所
ホテル 医療機関 調整中 合計

市居住者 0 5 0 0 5

0 6
市居住者 0 3 0 1 1

市保健所患者発生届 0 6 0 0 6

5

〇重症度
無症状 軽症 中等症 重症 合計

0 0

合計

市保健所患者発生届 0 3 1 1 1 0 0 0
50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上10歳未満 10代 20代 30代 40代

0 0

＜『市保健所患者発生届』の合計…上記①の人数、『市居住者』の合計…上記②+③の人数＞

〇年代

人市外保健所患者発生届    市居住者 ③ 0

【新規感染者内訳】 （単位：人）

・新規感染者数 ： 市保健所患者発生届※ ① 6 人

船橋市居住患者 12982 〜

(うち市居住者 ② 5 人）

12986 例目）

 保健所及び医療機関等の検査により、新たに新型コロナウイルス感染者が下記のとおり確認されましたので、お
知らせします。

船橋市からの
お知らせ

新型コロナウイルス関連

新型コロナウイルス感染症患者の発生状況について
（船橋市患者発生届 12136 〜 12141 例目 、

令和3(2021)年 10月6日

【問い合わせ】船橋市新型コロナウイルス感染症対策
       保健所本部  047(409)1898

変異株種別(旧呼称) 判別件数
アルファ株(旧呼称：英国株) 0
ベータ株(旧呼称：南アフリカ株)・ガンマ株(旧呼称：ブラジル株)等 0
デルタ株(旧呼称：インド株)等 1

合計 1

 今回発表した感染者との接触が特定できている方については連絡をしています。
 感染者及びその御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。



新型コロナウイルス感染症 船橋市保健所 10月6日15時現在

No.

船橋市
患者
発生届
番号

船橋市
居住
患者
番号

年代 性別 居住地 判明日 重症度
療養
場所

備考

1 12136 12982 10代 男性 船橋市 10月5日 軽症 -

2 12137 12983 10代 男性 船橋市 10月4日 軽症 -

3 12138 12984 40代 男性 船橋市 10月4日 軽症 市内医療機関

4 12139 12985 10代 男性 船橋市 10月4日 軽症 市内ホテル

5 12140 12986 30代 女性 船橋市 10月5日 軽症 市内ホテル

6 12141
船橋市居住患
者でない

20代 男性 市川市 10月5日 軽症
居住地管轄保健
所で調整中

別表

※表中において調査中(調整中)、不明の場合、及び公表について同意が得られていない場合には「-」と表記しています



＜令和 3 年 9 月 8 日に発表した市内事業所における 

新型コロナウイルス感染者のクラスターについて＞ 

 

 

令和 3年 9月 8日に発表した市内事業所における新型コロナウイルス感染者のクラ

スターの発生について、検査結果及び保健所からの感染対策指導を報告します。 

 当該事業所において、感染者との最終接触から 14 日(健康観察期間)を経過しまし

たので、これにて同事案の報告を終了します。 

 

 

 

１ 施設の概要 

施設名：日本クッカリー株式会社 船橋工場 

所在地：船橋市高瀬町 62-5 

 

２ 検査結果 

検査人数（実人数） 感染者数 

189 人（従業員） 21 人（従業員） 

 

３ 保健所からの感染対策指導について 

感染対策について、保健所から以下の点を徹底するよう指導しております。 

① 従業員の健康管理（体調不良者は出勤しない・させない、検温・症状の有無

の確認及び記録など） 

② 従業員の飛沫感染対策（マスクの確実な着用など） 

③ 従業員の接触感染対策（共有部分の定期的な消毒など） 

④ 従業員の休憩時や業務時間外の感染対策（密となることを避ける、共有スペ

ースの利用人数制限と十分な換気など） 

 


